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1 はじめに  

 長野県松本市の入山辺地域を流れる薄川に

沿って，北西 -南東走向の断層が存在すること

が，本間 (1931)，仁科ほか (1985)などによって

指摘されてきた．二木 (2010MS)は，薄川断層

およびそれに付随する断層について，構造岩

石学的検討を行なった．また，入山辺地域お

よび周辺地域においては，新第三系の層序に

関する研究 (吉野， 1982；美ヶ原団研， 1991

など )，第四紀の火山岩活動史に関する研究

(向井ほか，2009)などが蓄積されてきた．し

かし，薄川流域の断層の実態に関しては十分

解明されていないままであった．  

 本研究では，松本市入山辺地域において地

表地質踏査を行なった結果，地質体の分布と

構造および断層の詳細なトレースが明らかに

なった．糸魚川 -静岡構造線活断層系の東側を

並走し，薄川流域に発達する北西 -南東走向の

断層を薄川断層群と呼称する．また，破砕帯

および断層岩の観察から，断層の運動方向に

関する新たな知見が得られた．  

 

2．地質の概要  

 研究地域は北部フォッサマグナ地域に含ま

れ，新第三紀以降の地質体が分布する (図 -1)．

それらは古期のものから，内村層，内村層を

貫く火成岩，小滝山層，小滝山層を貫く火成

岩，塩嶺火山岩類，塩嶺火山岩類を貫く火成

岩，後期更新世以降の堆積物に大別される (図

-2,3)．  

内村層  

内村層 (本間，1931)は，火山岩，火砕岩，

堆積岩によって構成される．堆積岩は，層相

から泥岩，泥岩・砂岩，砂岩・泥岩・礫岩の

3 種類に区分される．  

火山岩は研究地域中央部に広く分布し，檜

沢川緑色凝灰岩層 (吉野，1982)，武石緑色火

山岩層 (内村団研，1953)，あやし沢火砕岩部

層 (山田ほか，2004)に相当する．火山岩は，

暗灰色～緑灰色を呈し，緻密である．肉眼お

よび顕微鏡観察で初生的な有色鉱物は認めら

れず，源岩の認定は一般に困難である．  

火砕岩は王ヶ鼻西麓において，火山岩に伴

って分布し，火山礫凝灰岩を主体とする．  

泥岩は二ツ山北西方の南沢上流部に分布し，

棚小場黒色泥岩層 (吉野，1982)に相当する．

泥岩は，鈍い光沢を伴う塊状の黒色泥岩を主

体とする．  

泥岩・砂岩は砂岩泥岩互層を主体とし，鉢

伏山付近，前鉢伏山北方付近などに分布する．

小仏付近の薄川沿いでは，厚さ約 5m の砂岩

泥岩互層が火山岩に挟まれている (図 -4)．  

砂岩・泥岩・礫岩は前鉢伏山付近にまとま

って分布し，塊状の中～粗粒砂岩を主体とす

る．  

内村層を貫く火成岩  

内村層を貫く花崗閃緑岩は研究地域西部に

広く分布するほか，出峰南方にも岩体が存在

する (図 -5)．花崗閃緑岩は等粒状組織を示し，

顕微鏡下では角閃石・黒雲母・斜長石・石英

が認められる．  

小滝山層  

小滝山層 (美ヶ原団研，1991)は，内村層を

不整合に覆い，研究地域東部に広く分布する． 

小滝山層は火山岩・火砕岩を主体とし，まれ

に堆積岩を伴う．層厚は 1000m 以上である． 

大門沢右岸には，輝石安山岩および同質の  

火山角礫岩が発達する．大門沢より南には，

角閃石安山岩が広く分布する (図 -6)．  

 小滝山層分布域の東縁部，二ツ山北方など  

キーワード：薄川断層群，断層破砕帯，糸魚川-静岡構造線，活断層，複合面構造 

Keywords: Susukigawa faults, fracture zone, Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line, active fault, 

composite planar fabrics 
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図 -1 研究地域およびその周辺の地質と断層  
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図 -2 地質図  
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図 -3  研究地域の層序  

 

 
図 -4 内村層の砂岩泥岩互層  

松本市入山辺小仏付近の薄川右岸．  

 

 
図 -5 花崗閃緑岩  

優白質部と優黒質部が混在．出峰南方の六郎沢． 

 

 
図 -6 小滝山層の角閃石安山岩  

板状節理が発達．大門沢左岸標高 1130m．  

には，凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩が発達し，

両者は互いに漸移的に岩相変化する．火山礫

凝灰岩の基質は固結しており，礫を取り出す

ことは困難である．  

凝灰岩は緑色部と白色部がまだら状の模様

を成し，暗灰色の礫を含む．この凝灰岩は，  

“カスリタフ” (諏訪教育会，1975)，“みどりま

だら” (美ヶ原団研，1991)に相当する．確認で

きる層厚は最大で 90m であり，側方への連続

性は良くない．  

小滝山層分布域の西縁部には，基盤岩 (内村

層の火山岩 )由来の礫を多量に含む不淘汰角

礫岩が断続的に分布する．  

小滝山層を貫く火成岩  

研究地域南西部には小滝山層を貫く閃緑岩

が分布する．閃緑岩は斑状組織を示すが，石

基は小滝山層の火山岩よりも結晶質である．

顕微鏡下では，単斜輝石・黒雲母・緑泥石が

認められる．また，小滝山層を貫く輝石安山

岩が岩脈・岩株として存在する (図 -7)．  

塩嶺火山岩類  

塩嶺火山岩類 (中野，1996)は，研究地域東

縁部と鉢伏山付近に分布し，内村層と小滝山

層を不整合に覆う．火山岩・火砕岩を主体と

し，まれに堆積岩を伴う．  

 三城付近に分布する軽石質火砕岩は中礫サ

イズの軽石塊を多量に含む．三城凝灰岩層 (田

中・平林，1963)，三城火砕岩部層 (向井ほか，

2009)に相当し，研究地域の塩嶺火山岩類の中

で最も下位を占める．  

 研究地域東縁部には，礫支持の凝灰角礫岩

(図 -8)および基質支持の火山礫凝灰岩が分布

する．これらの層はまれに砂岩層を伴う．  

 火山岩は，三城北方，三峰山北方などに分

布する．三峰山北方のトクサ沢においては，

角閃石安山岩質および輝石安山岩質の溶岩が

存在する．  

塩嶺火山岩類を貫く火成岩  

 三城南方において，塩嶺火山岩類貫く輝石

安山岩が岩株・岩脈として存在する．とくに，

大門沢標高 1210m 付近の大岩橋において，軽

石質火砕岩を貫く安山岩が観察される．  

 

後期更新世以降の堆積物  

小口 (1988)は，薄川流域の地形面の検討を

行ない，9～7 万年前に堆積した礫層によって

構成される段丘面が存在することを示した．

本研究地域に分布する後期更新世以降の堆積

物を，構成する地形面から，段丘堆積物と氾

濫原・現河床堆積物の 2 種類に区分した．  

段丘堆積物は，薄川およびその支流に沿っ

て分布し，三城，駒越，大和合，厩所，上手  

町などの集落が位置する緩傾斜面を構成して  

いる．段丘堆積物は未固結の基質を有する礫  
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図 -7 小滝山層を貫く安山岩質貫入岩  

三城西方の作業道寒沢上段線．  

 

 
図 -8 塩嶺火山岩類の凝灰角礫岩  

三峰山北方．トクサ沢標高 1700m 付近．  

 

 

層を主体とする (図 -9)．礫の淘汰は悪く，最

大礫径は 2m である．礫種は，変質火山岩 (内

村層起源 )，花崗閃緑岩，安山岩 (小滝山層・

塩嶺火山岩類起源 )からなる．基盤と段丘面の

比高差から，段丘堆積物の層厚は少なくとも

30m と見積もられる．  

 氾濫原・現河床堆積物は，礫および砂から

構成される．この堆積物が構成する地形面は，

段丘堆積物によって構成される地形面よりも

低く，地形面の開析もほとんど進んでいない． 

 

3．断層  

研究地域において，新第三系に変位を与える

断層が 104 箇所で見出された，前期更新世の塩

嶺火山岩類に変位を与える断層が 2 箇所で見出

された．断層の走向は，北西 -南東走向から東 -

西走向のものが卓越する (図 -10)．薄川断層群は，

松本市入山辺駒越付近から，扉鉱泉付近を経て

二ツ山北方に至り，その延長距離は 8km 以上で

ある．北西 -南東走向の左横ずれ断層が 5 例，北  

 
図 -9 段丘堆積物  

松本市入山辺舟付付近の薄川左岸．  

 

 
図 -10 研究地域で見出された断層  

断層面の大円．下半球等積投影図．N＝106．  

赤：幅 5m 以上の断層角礫を伴う断層．  

 

 

東 -南西走向の左横ずれ断層が 1 例，北東 -南西

走向の右横ずれ断層が 1 例，東 -西走向の右横ず

れ断層が 2 例見出された．特徴的な断層露頭の

位置を図 -11 に示し，それらの産状を以下に記

す．  

Loc.1 北西 -南東走向の左横ずれ断層 (図 -12) 

 駒越付近の北沢右岸において，花崗閃緑岩に

変位を与える断層が見出された．破砕帯は，幅

30cm の断層角礫と，幅 3cm 以上の花崗質岩起

源のカタクレーサイトによって構成される (図

-12a)．カタクレーサイトには，レイク 45°北西

落ちの条線 (図 -12b)を伴う，N62°W，86°NE の

断層面が発達する．条線に平行，断層面に垂直

な切断面でカタクレーサイトの薄片を作成し，

顕微鏡で観察した．その結果，主変位面と斜交

する系統的な粒子の配列が認められた．この構

造は左横ずれを示す (図 -12c)．  
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図 -11 露頭位置図  

 

 

Loc.2 北西 -南東走向の左横ずれ断層 (図 -13) 

 駒越付近の北沢左岸において，花崗閃緑岩に

変位を与える断層が見出された．幅 20m 以上の

断層角礫帯を伴う．角礫帯の中に，幅 10～20cm

の断層ガウジが発達する．断層ガウジには，

N44°W，73°NE の断層面上にレイク 35°北西落

ちの条線が伴われる．断層ガウジ内部の引きず

り構造は，北東側下降成分を伴う左横ずれ運動

を示している．  

Loc.3 北西-南東走向の左横ずれ小断層(図-14) 

 駒越付近の北沢左岸において北東 -南西走向

の断層が見出された．幅 5m 以上にわたって角

礫化した花崗閃緑岩に変位を与える．ここでは，

北西 -南東走向の左横ずれ (南西側上昇成分を伴

う )小断層が，北東 -南西走向の破砕帯を切断し

ている．  

Loc.4 北西 -南東走向の断層 (図 -15) 

 三城西方の作業道寒沢上段線において，内村

層の火山礫凝灰岩に変位を与える断層が見出

された．幅約 50cm の断層ガウジを介して，ク

ラックの発達した火山礫凝灰岩 (断層の北東側 )

と，幅 25m 以上の断層角礫 (断層の南西側 )が接

する (図 -15a)．断層角礫のさらに南西側には鞍

部地形が存在する (図 -15b)．この鞍部地形の南

西側には小滝山層の火山岩が分布しており，鞍

部地形を通過する北西 -南東走向の断層が推定

される．  
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図 -12a  Loc.1 の露頭平面図           図 -12b 花崗質岩起源のカタクレーサイト  

松本市入山辺駒越付近の北沢右岸．      Loc.1．レイク 45°南東落ちの条線が伴われる．  

 

 
図 -12c 花崗質岩起源カタクレーサイト (Loc.1) 

偏光顕微鏡写真 (単ニコル )．系統的な粒子の配列は左横ずれを示す．Qz：石英 Chl：緑泥石  

 

 
図 -13 花崗閃緑岩起源の断層角礫帯に発達する北西 -南東走向の断層 (Loc.2) 

断層ガウジ内部の引きずり構造は左横ずれ運動を示す．  

 

 
図 -14  Loc.3 の露頭平面図・スケッチ・写真  

北西 -南東走向の左横ずれ小断層が北東 -南西走向の破砕帯を切断する．駒越付近の北沢左岸．  
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図 -15a 内村層に変位を与える北西 -南東走向の断層 (Loc.4) 

三城西方の作業道寒沢上段線． FG：断層ガウジ FB：断層角礫  

 

 
図-15b 北西-南東走向の推定断層が通過する鞍部    図 -16 北西 -南東走向の砕屑岩脈 (Loc.5) 

Loc.4．三城西方．作業道寒沢上段線．          三城西方の大門沢支流．  

 

Loc.5 北西 -南東走向の砕屑岩脈 (図 -16) 

 三城西方の大門沢支流において，塩嶺火山岩

類の軽石質火砕岩を貫く北西 -南東走向の砕屑

岩脈が見出された．軽石質火砕岩には，見かけ

上ほぼ水平な軽石の配列が認められるが，この

構造は砕屑岩脈によって切られている．砕屑岩

脈は幅 50～70cm で，中～細粒砂岩を主体とす

る．母岩と砕屑岩脈の境界は凹凸に富む．この

岩脈が発見された箇所は，Loc.4 で見出された

断層の南東延長部に位置する．  

Loc.6 北西 -南東走向の左横ずれ断層 (図 -17 ) 

 大門沢左岸の標高 1050m 付近において，北西

-南東走向の断層が見出された．最大幅 10cm の

断層ガウジを介して，内村層の火山岩 (断層の北

東側 )と，小滝山層の礫岩 (断層の南西側 )が接す

る (図 -17a)．断層ガウジには，N45°W，50°SW

の断層面上にレイク 30°南東落ちの条線が伴わ

れる．断層ガウジ内部の引きずり構造は，南西

側下降成分を伴う左横ずれ運動を示す (図 -17b)． 
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図 -17a 北西 -南東走向の断層 (Loc.6)    図 -17b 左横ずれを示す断層ガウジ (Loc.6) 

白矢印の間が断層．大門沢左岸標高 1050m 付近．     引きずり構造が認められる．  

 

 
図 -18 内村層の火山岩に変位を与える北西 -南東走向の断層 (Loc.7) 

断層ガウジの複合面構造は南西側下降運動を示唆する．栃ノ木沢左岸標高 1000m 付近．  

 

 

Loc.7 北西 -南東走向の正断層 (図 -18) 

 栃ノ木沢左岸の標高 1000m 付近において，内

村層の火山岩に変位を与える北西 -南東走向の

断層が見出された．破砕帯の幅は約 1.8m であ

り，その中に幅約 10cm の断層ガウジが見られ

る．ガウジの複合面構造は，南西側 (上盤側 )の

相対的下降運動を示している．  

Loc.8 北西-南東走向・南-北走向の断層(図-19) 

 薄川第四発電所付近の薄川左岸斜面に存在

する崩壊地には，内村層の火山岩に変位を与え

る北西 -南東走向および南 -北走向の断層が露出

している．非破砕の部分も含め，少なくとも幅

幅 50m の断層帯を形成している．  

Loc.9 北西 -南東走向の左横ずれ断層 (図 -20) 

 扉鉱泉西方の薄川左岸において，内村層の火

山岩に変位を与える北西 -南東走向の断層が見

出された (図 -20a)．この破砕帯の中からカタク

レーサイトを採取した．カタクレーサイトには，

N41°W，80°NE の断層面上にレイク 10°南東落

ちの条線が伴われる．カタクレーサイトの薄片

を観察した結果，引きずり構造から，左横ずれ

運動が明らかになった (図 -20b)．  

Loc.10 北西 -南東走向の断層 (図 -21) 

 三峰山北方の稜線付近において，塩嶺火山岩

類の輝石安山岩質溶岩に変位を与える断層が

見出された．幅 0.8～1m の断層角礫によって，

板状節理の連続性が断たれている．角礫帯内部

には，幅 1cm の断層ガウジを伴う明瞭な断層面

(N64°W，82°NE)が認められる．  

Loc.11 東 -西走向の正断層 (図 -22) 

 中山沢右岸の標高 880m 付近において，花崗

閃緑岩に変位を与える断層が見出された．破砕  
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図 -19 崩壊地に露出する北西 -南東走向・南 -北走向の断層 (Loc.8) 

薄川第四発電所付近の薄川左岸斜面．  

 

 
図 -20a 内村層に変位を与える北西 -南東走向の断層 (Loc.9) 

扉鉱泉西方の薄川左岸．  

 

 
図 -20b 内村層火山岩起源のカタクレーサイト (Loc.9) 

偏光顕微鏡写真 (単ニコル )．引きずり構造は左横ずれ運動を示唆する．  

右図の黄緑色の部分は，緑泥石化した火山岩片．  
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図 -21 塩嶺火山岩類に変位を与える断層 (Loc.10) 

三峰山北方の稜線付近．  

 

 

図 -22a 花崗閃緑岩に変位を与える東 -西走向の断層 (Loc.11) 

中山沢右岸標高 880m 付近．  

 

 
図 -22b 東 -西走向の正断層 (Loc.11) 

断層ガウジ内部の構造は北側下降運動を示す． 

 

帯は，幅 30cm 以上の断層角礫と，幅最大 10cm

の断層ガウジから構成される (図 -22a)．断層ガ

ウジには，N80°W，78°N の断層面上にレイク

60°東落ちの条線を伴う．断層ガウジ内部の引

きずり構造は，北側 (上盤側 )の相対的下降運動

を示す (図 -22b)．  

Loc.12 東 -西走向の右横ずれ断層 (図 -23) 

 駒越東方の北沢右岸の標高 980m 付近におい

て，花崗閃緑岩に変位を与える断層が見出され

た．破砕帯は幅 1.5m の断層角礫，幅 2cm の断

層ガウジ，幅 8cm 以上のカタクレーサイトによ

てって構成される (図 -23a)．カタクレーサイト

中の N85°E，85°N の断層面には，ほぼ水平な条

線が刻まれている．カタクレーサイトの顕微鏡

下での観察では，右横ずれ運動を示す引きずり

が認められた (図 -23b)．  

Loc.13 北東-南西走向の左横ずれ断層(図-24) 

本久保沢右岸斜面の標高 1500m 付近におい

て，小滝山層の凝灰角礫岩に変位を与える断層

が見出された．幅 20cm 以上の固結した破砕帯

が認められる．南西側に約 45°傾斜する露頭面  
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図 -23a 東西走向の右横ずれ断層 (Loc.12) 

花崗質岩起源カタクレーサイトの研磨標本．  

駒越東方の北沢左岸標高 980m 付近．  

 

 

 

を観察した結果，左横ずれ運動を示す引きずり

構造が認められた．  

Loc.14 北東-南西走向の右横ずれ断層(図-25) 

 トクサ沢の標高 1440m 付近において，小滝

山層に変位を与える断層が見出された．幅  

80cm の破砕帯を介して，火山岩 (断層の北西

側 )と火山礫凝灰岩 (断層の南東側 )が接する．

主変位面 (Y 面 )から分岐する複数の小断層 (R1

面に相当 )によって，断層ガウジの薄層 (P 面に

相当 )が，引きずり変形を伴いながら階段状に

変位する構造が認められる．この複合面構造

は，右横ずれ運動を示す (図 -25)．  

Loc.15 東 -西走向の右横ずれ断層 (図 -26) 

 本沢支流の標高 1490m 付近において，塩嶺火

山岩類の凝灰角礫岩に変位を与える断層が見

出された．幅 1.5m にわたって露出する凝灰角

礫岩は，露頭全体が強く風化しており，その中

に幅 5～7cm の断層ガウジが発達する．断層ガ

ウジ中の，N 8 0 ° E， 6 0 ° S の断層面上には，  

図 -23b 東 -西走向の右横ずれ断層 (Loc.12) 

花崗質岩起源カタクレーサイトの薄片写真 (単ニコル )．引きずり構造は右横ずれ運動を示す．  

 

 

図 -24  北東 -南西走向の左横ずれ断層 (Loc.13) 

引きずり構造は左横ずれ運動を示す．本久保沢右岸斜面標高 1500m 付近．  
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図 -25  北東 -南西走向の右横ずれ断層 (Loc.14) 

右横ずれ運動を示す構造が発達する．トクサ沢右岸標高 1430m 付近．  

 

 

図 -26 東 -西走向の右横ずれ断層 (Loc.15) 

左・中：露頭写真  左：断層ガウジ標本 (断層面に垂直，条線に平行な切断面 ) 

塩嶺火山岩類の凝灰角礫岩に変位を与える．主変位面と斜交する層状のガウジは，右横ずれを示す． 

 

 

レイク 30°東落ち条線が存在する．断層ガウ

ジ内部には，主変位面と斜交する層状の構造

が認められ，右横ずれ運動を経験したことを

示している．  

 

4．考察  

入山辺地域の断層の運動センス  

Loc.1,2,3,6,9(それぞれ図 -12,13,14,17,20)の

5 箇所における破砕帯露頭の構造岩石学的検

討の結果，薄川断層群を構成する断層の一部

は左横ずれ成分を有することが明らかになっ

た．また，  Loc.1,6,7(それぞれ図 -12,17,18)の

3 箇所の断層は，南西側下降成分を有するが，

Loc.2(図 -13)，Loc.3(図 -14)のように，北東側

が下降する運動を示す断層も見出された．こ

のように断層の垂直方向の運動については，

一定の傾向は見出されなかったが，水平方向

の運動に関しては，左横ずれ成分が卓越する

ことが明らかになった．  

本間 (1931)および仁科ほか (1985)は，地形の

特徴に基づいて，薄川断層は南西側が下降す

る成分を有することを指摘している．また，

二木 (2010MS)は，薄川断層およびそれに付随

する断層について構造岩石学的検討を行ない，

2 例について南東側が下降する運動成分を見

出した．今回の研究の結果を合わせて考える

と，薄川流域の北東 -南西走向の断層の垂直方

向の運動方向は，一定でないと考えられる．  

 薄川断層群と斜交する東 -西走向の断層も

多数見出されたが，運動方向が明らかになっ

た例では Loc.12(図 -23)，Loc.15(図 -26)のよう

に右横ずれ運動を示した，Loc.15)．本研究地

域南東方の霧ヶ峰踊場湿原 (図 -1)において，

東 -西走向の右横ずれを示す断層地形が存在

することが諏訪教育会 (1975)，活断層研究会

(1991)によって示されている．この断層地形

と Loc.12，Loc.15 は，走向と運動方向に関し

て調和的であり，一連の断層である可能性が

高い．  

入山辺地域の断層と応力  

狩野・村田 (1998)の手法に基づき，横ずれ

断層をもたらした主応力軸の取り得る範囲を  
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図 -27 横ずれ断層をもたらした応力軸  

 

 
図-28 研究地域の横ずれ断層と応力のモデル  

 

 

求めた (図 -27)．  

その結果，北西 -南東走向の左横ずれ断層と，  

南 -北走向の右横ずれ断層が示す応力軸の取

り得る範囲は調和的である．これらの 2 系統

の横ずれ断層は，北西 -南東方向の圧縮応力場

および北北東 -南南西方向の引張応力場の下

で運動したと考えられる (図 -28)．  

ただし，この推測の根拠となった資料は，

中新統起源のカタクレーサイトから下部更新

統に変位を与える断層ガウジに及ぶ．したが

って，北西 -南東方向の圧縮応力場は，新第三

紀から第四紀にかけて作用したものである．

ただし，小滝山層に変位を与える北東 -南西走

向の左横ずれ断層 (図 -24 Loc.13)も存在して

いるため，中新世以降，一様に北西 -南東方向

の圧縮応力場に置かれていたわけではない．  

薄川断層群と研究地域周辺の断層  

研究地域南方には，北西 -南東走向の一般走

向と左横ずれ成分を有する糸魚川 -静岡構造

線活断層系が存在する (下川ほか，1995 など；

図 1)．この活断層と薄川断層群は，一般走向

と運動方向に共通性が見られる．糸魚川 -静岡

構造線活断層系の左横ずれ運動と，薄川断層

群の左横ずれ運動は，共通の応力下で生じた

可能性が高い．  

研究地域南東方には，わるい沢断層 (諏訪教

育会，1975)が存在する．また，研究地域東方

には，鮮新世以降の地質体および地形に影響

を与えている鷹山断層 (河内，1974；図 1)が存

在する． (図 -1)．とくに，本研究地域東縁部

において，塩嶺火山岩類に変位を与える北西 -

南東走向の断層が見出された (Loc.10 図 21)．

薄川断層群は，わるい沢断層および鷹山断層

と一連のものである可能性が高い．薄川断層

群の南東方延長については，両者間の地域に

おいて検討が必要である．  

 

5．まとめ  

1) 松本市入山辺の薄川流域の地質の詳細が

明らかになった．  

2) 薄川流域には，新第三系に変位を与える

北西 -南東走向の薄川断層群が発達する． 

3) 低角の条線を伴う北西 -南東走向の断層

は左横ずれ運動を経験した．  

4) 低角の条線を伴う東 -西走向の断層は右

横ずれ運動を経験した．  

5) 2 系統の横ずれ断層が示す最大主応力軸

は北西 -南東方向である．  

6) 薄川断層群は糸魚川 -静岡構造線活断層

系と同一の応力条件で形成された．  
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